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川
原
地
区
公
民
館
は
、
川
原
地

区
公
民
館
（
川
原
畜
産
管
理
セ
ン

タ
ー
を
借
用
）
を
拠
点
に
、
八
つ
の

自
治
会
が
協
力
し
て
公
民
館
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
は

「
連
携
・
協
力
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

隣
接
す
る
麓
地
区
公
民
館
、
花
瀬

地
区
公
民
館
と
一
緒
に
な
っ
て
行
う

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

麓
地
区
公
民
館
と
は
、
同
公
民

館
長
の
山
下
敏
郎
氏
が
発
案
、
音

頭
を
取
り
、
両
地
区
に
ま
た
が
る
山

中
に
あ
る
「
勝
尾
城
址
」
を
公
園
と

し
て
復
元
さ
せ
る
た
め
、
事
業
実
施

の
た
め
両
地
区
に
よ
る
検
討
会
及
び

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
、
残
念
な
が
ら
実
現
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
勝
尾
城
址
の
場
所
や

現
状
を
確
認
し
、
ま
た
両
地
区
の
交

流
を
図
る
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

花
瀬
地
区
公
民
館
と
は
、
例
年

町
民
体
育
大
会
に
お
い
て
合
同
で
競

技
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
昨
年
度
よ
り
合
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
雨
天
等
に
よ
り
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
年
度
は
五
月
に
実
施

の
計
画
を
し
て
お
り
、
実
現
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

川
原
地
区
独
自
の
活
動
と
し
ま

ど
、
地
域
一
体
と
な
り
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
18
・
19
日

に
は
、
第
3
回
大
根
や
ぐ
ら
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
乾
燥

大
根
の
販
売
や
豚
汁
の
無
料
配
布
、

農
機
具
の
展
示
な
ど
を
行
い
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
方
々
の
来
客
が
あ
り

大
変
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
子
供

達
か
ら
大
人
・
農
家
の
方
々
な
ど
に

協
力
を
頂
き
、
半
年
前
か
ら
実
行

委
員
会
を
重
ね
て
行
う
イ
ベ
ン
ト

で
、
地
域
の
特
産
品
を
誇
り
あ
る

も
の
に
変
え
よ
う
と
の
思
い
で
毎
年

行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
と
て

も
寒
い
時
期
で
す
が
、
干
し
大
根
の

購
入
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
根

や
ぐ
ら
を
目
当
て
に
来
ら
れ
る
方
が

年
々
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
地
区
で
は
旧
宿
利
原
中
の

跡
地
活
用
の
一
環
と
し
て
地
区
公
民

館
主
催
に
よ
る
公
民
館
講
座
を
昨

年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、

楽
し
い
踊
り
教
室
と
題
し
日
本
舞

踊
を
数
回
に
わ
た
り
習
っ
た
り
、
男

の
料
理
教
室
と
題
し
、
ニ
ワ
ト
リ
の

さ
ば
き
方
や
そ
ば
の
作
り
方
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
跡
地

活
用
の
一
環
と
し
て
行
い
な
が
ら
、

講
座
を
と
お
し
て
交
流
を
持
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
講
師
と
し
て
活

躍
の
場
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

以
外
に
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
や
小
学
校・地
区
合
同
の
運
動
会
、

戦
没
者
の
慰
霊
祭
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
安
心
安
全
や

独
居
老
人
の
見
回
り
を
さ
れ
る
青
パ

ト
隊
に
地
区
公
民
館
か
ら
負
担
を

す
る
な
ど
、
安
心
安
全
、
楽
し
め
る

地
域
・
誇
れ
る
地
域
を
目
指
し
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に

よ
り
年
々
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
少
数
で
も
楽
し
め
る
地
域
を
目

指
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

し
て
は
、
辺
志
切
自
治
会
内
に
「
雄

川
の
滝
展
望
所
」
の
看
板
設
置
や
滝

見
大
橋
付
近
に
桜
の
植
栽
を
行
う

な
ど
の
景
観
整
備
や
、
地
区
公
民
館

敷
地
内
に
国
旗
掲
揚
台
の
設
置
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
八
月
二
十
日
に

川
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
た
南

松
園
慰
問
の
夕
べ
に
お
い
て
、
青
年

部
で
焼
き
鳥
の
屋
台
を
出
店
し
ま

し
た
。

　

二
月
五
日
に
は
、
川
原
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
約
１
０
０
名
程

が
参
加
し
、
大
変
活
気
の
あ
る
大

会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
大
会
に
併

せ
て
南
部
消
防
署
職
員
の
方
に
消

火
器
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
講
習
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
月
二
十
六
日
に
は
、
女
性
部
の

視
察
研
修
を
実
施
し
、
十
八
名
の

女
性
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
積

極
的
で
熱
心
な
方
が
多
く
、
昨
年

度
は
鹿
屋
市
の
や
ね
だ
ん
を
視
察

（
二
十
名
参
加
）
し
、
今
年
度
は
最

近
オ
ー
プ
ン
し
た
志
布
志
い
る
か
ラ

ン
ド
（
敷
地
内
の
物
産
館
、
露
店
な

ど
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
区
の
方
々
が
楽
し
く

参
加
で
き
て
、
そ
し
て
得
る
も
の
が

あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

川
原
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

宿
利
原
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

勝尾城址復元検討会の様子

真っ暗な中に浮かび上がる大根やぐら

グラウンドゴルフ大会の様子

男の料理教室は24名集まりました。

　

宿
利
原
地
区
公
民
館
は
、
11
の
自

治
会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
自
治

会
が
協
力
し
合
い
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
宿
利
原
地
区
公
民
館
は
、「
楽

し
め
る
地
域
づ
く
り
・
誇
り
あ
る
地

域
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
年
間
を
通
し

て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
８
月
に
行
う
納
涼
大
会
は
、
小

中
学
生
に
よ
る
郷
土
芸
能
や
若
者
に

よ
る
日
本
舞
踊
、
各
自
治
会
の
婦

人
部
に
よ
る
踊
り
や
太
鼓
の
演
奏
な


